地域で生活している統合失調症者のQOLの特徴 by 田井 雅子
高知女子大学看護学会誌 VOL.33, NO.１, pp74～81 2008













































Characteristics of Quality of Life
among Schizophrenics Living in the Community








いること､ 居場所がQOLを支えていることが考えられた｡ そして､ QOLの維持・向上への支援として､ 体験か





























































































































































































































































































ます｡ のんびりできます｣ (ケース８) のよ
うに､ 一人で過ごす楽しみの時間をもってい
る｡ また､ ｢水泳｡ 水泳と言っても､ 水の中
を歩く｡ 週に3回くらい行ってた｡ けど､ 緊
張し出してから行けなくなった｡ 今は早く起
きたら歩く｡ 30分かかる｡ 週に３回くらい行っ


















心地がいいです｣ (ケース７) や､ ｢仏壇の前
が安心できます｡ ご本尊さんがお守りして下
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